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昨日、乗鞍岳を滑った後、

今日の計画を検討した結果、

針ノ木岳に向かうことにし

た。前夜は大町郊外にある、

とある場所で・・・。ここ

は静かでトイレもあり快適。

乗鞍では暑くて脱水症にな

りそうだったので、涼しい

うちに高度を稼ごうと、今

日は朝 3 時起床、4 時には

歩き始めるつもりだったが

爆睡してしまい、気づくと

4 時 25 分！！完全に寝坊で

ある。急いで支度して扇沢

へ。板も靴も背負って 5:30

に扇沢を出発。久しぶりの

クワガタルックだがとにか

く歩きにくい。沢沿いの道

は木の枝が斜めに出ていて、

ことごとく板に引っかかる。

そのたびに腰をかがめたり

体を捻ったりと忙しい。以

前はそれほど苦にならなか

ったが、最近は筋力が衰え

たからか、こういう動きの

ひとつひとつがしんどい。   

 

■写真上 鳴沢出合、まだ

試練は続く。 

■写真中 後方に爺ヶ岳が

見えてきた。 

■写真下 絶景！！ 

 

道沿いには春の花々も咲

いているのだが穏やかな気

持ちで愛でることができな

い。「もう二度と来る

か！！」と悪態をつきなが

ら歩く。鳴沢出合で大きな

雪渓が現れ、やっとここか

らクワガタルックから解放



 

されたと思ったのもつかの

間、視察すると本流は完全

に割れていて先行きがわか

らず、仕方なくクワガタル

ックで再び登山道を歩く。

大沢小屋を過ぎて少しのと

ころで、ようやく雪が繋が

っているのを確認して雪渓

に下りて一休み・・・。あ

ぁーシンドォ。 

 

ここまで約 2 時間半、よ

うやくシール歩行ができる。

背中の荷物が半分くらい減

り、それはしっかり足に付

いているのだが、それでも

全く楽だ。トータルすれば

同じ重さのはずなのに不思

議である。ここから黙々と

雪渓を詰める。無心で登っ

たからか結構いいペースで

登って、約 2 時間で 2360ⅿ

付近、傾斜も強くなったの

でここからシートラーゲン

でマヤクボ沢を詰める。い

つもなら針ノ木岳の南側の

鞍部に突き上げるのだが、

今年は雪が繋がっておらず、

スバリ岳と針ノ木岳の鞍部

を目指す。傾斜は急だが、

トレースがしっかりしてい

るので自分のペースで登れ、

思ったより楽に登れる。そ

して、11：45 に鞍部到

着！！一気に反対側の景色が開けて凄い景色が

展開する。残雪豊富な立山・劔の男前の峰々、

眼下にはエメラルドグリーンの黒部湖、さらに

少しスバリ岳方面に登ると、五色ヶ原～薬師岳

の稜線も望め絶景である。イヤイヤ来て良かっ

た！！ 

 

■写真上 絶景バックに！！ 

■写真中 蓮華岳バックに最後のひと登り！！ 

■写真下 鞍部から見た針ノ木岳。登る気はな

し。 

 

見上げる針ノ木岳はここから標高差約 200ⅿ、

瓦礫の歩きにくい道をスキー靴で歩かねばなら



 

ない。さらに、山頂か

ら滑るには技術的に不

安があるので行ったら

再び瓦礫の道を歩いて

戻らねばならな

い・・・ここで「行き

たい！！」と声をあげ

るメンバーは誰もいな

かった。みんな大人で

ある。 

さて、楽しみの滑

降！！Ａ原さんもカナ

ちゃんも、最初は上部

の急傾斜を不安がって

いたが、今日の条件な

らふたりの技術があれ

ばこのくらいは何でも

ないと知っている僕に

とっては気軽なもので

ある。「下でビデオ撮

るから先に行く

よ！！」と大斜面に身

を投げだせばあとは快

適に落ちていくだ

け・・・「気持ちい

い！！」。案の定、下

でビデオを撮っている

と気持ちよさそうにふ

たりが下りてきた。僕

には笑顔に見えたが、

さて、どうだっただろ

うか？ 

 

■写真上 爺ヶ岳バ

ックに飛ばす！！ 

■写真中 アグレッ

シブ！！ 

■写真下 エレガン

ト！！ 

 

マヤクボ沢は快適

であっという間であ

った。本流と合流し

てからもまずまず楽

しめたが、いくつか

地雷を踏んで板が傷

ついた。ただ、デブ

リも雪が柔らかかっ



 

たのでそれほど苦労せず

に滑って行けた。最初の

堰堤で板を脱いだが、下

りはトレースがあったの

でできるだけ雪渓沿いに

下りることにした。堰堤

の高巻きが 2～3 か所あ

り、部分的に薮につかま

ったが、往路と比べれば

鳴沢出合まで楽に下りる

ことができた。 

ここからは再びクワガ

タルックでヒイヒイいい

ながら下山、終盤、車道

と合流してからは遠回り

だが気を使わずに歩ける

車道を歩いたが、その

方が楽だったような気

がする。 

結局、行動時間は 8

時間ちょっと、それに

対して滑っていた時間

はわずか 30 分、コス

パ悪りぃー！！歩いて

いるときは「二度と来

るか！！」と思いなが

ら歩いたが、のど元過

ぎれば・・・・、「鳴

沢出合から雪渓を歩け

るならもう一度くらい

行ってもいいかなぁ

ー」と思っている今日

この頃である。 

 

■写真上 40度の急斜面を豪快に滑る！！ 

■写真下 気持ちの良いところだ！！ 

 

■コースタイム 

扇沢（5:30）～（7:00）鳴沢出合（7:45）～（9:55）マヤクボ沢出合～（11:30）針ノ木岳と

スバリ岳の鞍部（12:15）～（12:45）堰堤（13:00）～（14:45）扇沢 


